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遺遺伝伝子子組組換換ええ食食品品のの検検査査結結果果（（平平成成29年年度度～～令令和和2年年度度）） 
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平成29年4月から令和3年3月までに，東京都で実施した遺伝子組換え食品検査の結果について報告する．国内で流

通が認められていない，安全性未審査の遺伝子組換えトウモロコシ（CBH351, Bt10），コメ（63Bt, NNBt, CpTI），パ

パイヤ（PRSV-YK, PRSV-SC,PRSV-HN）およびばれいしょ（J3，F10）について，250検体の定性試験を行った結果，

これらの遺伝子組換え作物は検出されなかった．安全性審査済み遺伝子組換え食品について，ダイズ加工食品および

トウモロコシ加工食品・粉砕加工品339検体の定性試験を行った結果，99検体から組換え遺伝子を検出した．ダイズ

穀粒，トウモロコシ穀粒および定性試験で陽性となったトウモロコシ加工食品・粉砕加工品について，93検体の定量

試験を行った結果，意図しない混入率の基準（5%）を超えるものはなかった．

キキーーワワーードド：遺伝子組換え食品， PCR，リアルタイムPCR，トウモロコシ，コメ，パパイヤ，ダイズ，

ばれいしょ，加工食品

はは じじ めめ にに

遺伝子組換え技術とは，生物から目的とする遺伝子を取

り出し，別の生物の遺伝子に導入することで，その生物に

新しい形質を付与する技術である．この技術を用いて作ら

れた農作物が遺伝子組換え作物であり，除草剤耐性や害虫

抵抗性，耐病性等の性質が付与されている1)．遺伝子組換

え作物は，1996年（平成8年）に商業栽培が本格的に開始

してから20年以上が経過している．日本では，食用および

飼料用として使用するための遺伝子組換え作物の商業栽培

は行われていないが，アメリカ，ブラジル，カナダを始め

とする諸外国ではダイズ，トウモロコシ等の遺伝子組換え

作物が商業栽培されている2)．  
これらの状況を踏まえて，平成13年4月に食品衛生法の

もと，遺伝子組換え作物は国による安全性審査を受けるこ

とが義務付けられた3)．これにより，安全性審査を受けて

いない遺伝子組換え作物や，それらを原材料とした食品の

製造，輸入および販売等は禁止されている．一方，安全性

審査が終了した遺伝子組換え食品については，表示が義務

化されているが4-11)，分別生産流通管理が適切に実施され

ている場合には，意図しない5%以下の混入はやむを得な

いものとして認められている9-11)．分別生産流通管理と

は，生産・流通および加工の各段階で，遺伝子組換え食品

と非遺伝子組換え食品の混入が起こらないよう管理し，そ

のことが書類等により証明されている流通管理のことであ

る．分別生産流通管理はIP（Identify Preserved）ハンドリ

ングとも呼ばれている．

遺伝子組換え食品の表示については，当初食品衛生法4-

7)およびJAS法8)に基づいていたが，平成21年9月に消費者

庁が発足し，平成27年4月に食品表示法が施行され一元化

1. 試試料料

平成29年4月から令和3年3月までに，健康安全研究セン

ター食品監視第一課，食品監視第二課，市場衛生検査所，

都保健所により収去または購入された食品466検体（平成

29年度133検体，平成30年度121検体，令和元年度114検
体，令和2年度98検体）を検査対象とした．食品の内訳

は，コメ加工食品38検体，生鮮パパイヤ18検体，ばれいし

ょ加工食品4検体，ダイズ加工食品160検体，トウモロコシ

加工食品160検体，ダイズ穀粒56検体，トウモロコシ穀粒

11検体，トウモロコシ粉砕加工品19検体であった．

2. 試試薬薬

・DNA抽出キット：DNeasy Plant Mini Kit，DNeasy Plant
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ている場合には，意図しない5%以下の混入はやむを得な
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は，生産・流通および加工の各段階で，遺伝子組換え食品
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7)およびJAS法8)に基づいていたが，平成21年9月に消費者

庁が発足し，平成27年4月に食品表示法が施行され一元化

された9-11)．現在，安全性未審査の遺伝子組換え食品の検

査については厚生労働省の所管となり12-20)，安全性審査済

みの遺伝子組換え食品の検査については消費者庁の所管と

なっている9,10,21-23)．令和3年8月13日現在，8品目326品種

の農作物について安全性審査が終了しており，輸入，販売

等が認められている24)． 
東京都では，安全性未審査の遺伝子組換え作物の混入お

よび安全性審査済みの遺伝子組換え食品の表示について監

視するため，平成13年から検査を行っている25)．平成28年
度以前の検査結果については既に報告しており25-28)，安全

性未審査または5%を超える安全性審査済みの遺伝子組換

え食品は検出されていない． 
本報では，平成29年度から令和2年度の検査結果を報告

する． 
 

実実 験験 方方 法法 
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加工食品の検査法が示された．  
これを受けて，新しい検査法への対応を検討した結果，

平成29年度より，ダイズ加工食品の検査を従来のRRSのみ

を対象とした電気泳動法から，定量試験を実施している3
系統（RRS, LLS, RRS2）を対象とした定性リアルタイム

PCR法を実施することとした．また，トウモロコシ穀粒の

検査では，従来のP35SおよびGA21に加えて，MIR162およ

びMIR604を検査対象とした定量試験を実施することとし

た．さらに，トウモロコシ加工食品および粉砕加工品につ

いては，検査に対応できるリアルタイムPCR装置を保有し

ていなかったため，平成29年度から令和2年度は，既報28)

の通りJASハンドブックおよび旧定量試験法に準じて検査

を行った． 
なお，この改正により加工食品に含まれる遺伝子組換え

作物の混入率について，遺伝子によって加工過程での

DNA分解率が一定でないため，加工食品では定量PCR法
による正確な混入率の判定はできないことが示された．こ

れを踏まえ，平成29年度より，ダイズ加工食品の定量試験

は実施していない． 
1) ダダイイズズ加加工工食食品品 
ダイズ加工食品160検体について，P35S（RRSおよび

LLSの共通配列）およびRRS2を対象として行った定性試

験の結果を表2に示した．検査を行った160検体中68検体か

らP35Sが，65検体からRRS2が検出され，豆腐，凍り豆

腐，油揚げ，豆乳，おからから多く検出された．P35Sお
よびRRS2が両方検出された検体は60検体で，陽性検体の8
割を占めていた．また，納豆2検体から内在性遺伝子が検

出されず，検知不能となった．この原因としては，生産時

の加熱や発酵による遺伝子の変性，食品に含まれていた

PCR阻害物質の影響等があったと推察された． 
今後も継続して検査を行い，ダイズ加工食品中の遺伝子

組換えダイズの混入実態について確認していく必要がある

と考えられた． 
2) トトウウモモロロココシシ加加工工食食品品 
トウモロコシ加工食品160検体について，安全性審査済

み遺伝子組換えトウモロコシ5系統（Event176, Bt11, T25, 
Mon810, GA21）を対象とした定性試験を行った結果，160
検体中10検体から遺伝子組換えトウモロコシが検出された

（表3）．これらのスナック菓子，液体スープおよび粉末

スープについて行った，遺伝子組換えトウモロコシ品種の

定性試験結果を表4に示した．検出数は，GA21が最も多く

（8検体），次いでT25（6検体），Mon810（5検体），

Bt11（4検体）であり，Event176の検出はなかった．これ

らの陽性検体について定量試験を行ったところ，混入は微

量であり，意図しない混入の基準である遺伝子組換え混入

率5%を超えるものはなかった． 
今回検査を行った加工食品の中では，スナック菓子から

の組換え遺伝子の検出率が最も高く，14検体中7検体から

検出された．平成22年度から平成28年度に行ったトウモロ

コシ加工食品の検査でも，スナック菓子からの組換え遺伝

子の検出率は他の加工食品よりも高く，50検体中19検体か

ら検出されていた27,28)．定性試験の結果陽性となった加工

食品について定量試験を実施した結果，意図しない混入率

の基準である5%を超える検体は報告されておらず，今回

の結果も同様であった．今後も継続して検査を行い，トウ

モロコシ加工食品中の遺伝子組換えトウモロコシの混入実

態についてデータを蓄積していく必要があると考えられ

た．  
3) ダダイイズズ穀穀粒粒 
ダイズ穀粒56検体について，RRS，LLSおよびRRS2を

対象とした定量試験（定量下限値0.1%）を行った結果，

カナダ産ダイズ37検体中2検体からRRS，3検体から

RRS2，アメリカ産ダイズ12検体中1検体からRRS2が検出

された（表5）．いずれの検体においても，検量線の下限

値（20コピー）を超える組換え遺伝子が検出されたが，混

入率はRRSで0.17～0.36%，RRS2で0.10～0.22%の範囲であ

り，意図しない混入率の基準である5%を下回った． 
平成25年度から平成28年度に行った検査では，ダイズ穀

粒64検体中4検体からRRSが，1検体からRRS2が定量下限

値（0.1%）を超えて検出された27,28)．組換え遺伝子の混入

率は5%未満であり，今回の結果と同様であった．このこ

とから，これまで検査を行ったダイズ穀粒では，意図しな

い混入率の基準である5%を上回る組換え遺伝子の混入は

なく，分別生産流通管理が適切に行われていたといえた．

今後も検査を継続し，分別生産流通管理の科学的検証をし

ていく必要があると考えられた． 
4) トトウウモモロロココシシ穀穀粒粒おおよよびび粉粉砕砕加加工工品品 
トウモロコシ穀粒11検体について行った，定量試験の結

果を表6に示した．組換え遺伝子P35S（Event176, Bt11, T25
およびMon810系統の共通プロモーター配列），GA21，
MIR162およびMIR604について定量試験を行ったところ，

いずれの検体からも組換え遺伝子は検出されなかった．ま

た，トウモロコシ粉砕加工品であるコーングリッツおよび

コーンフラワー19検体について行った定性試験および定量

試験の結果を表6に示した．組換え遺伝子P35Sおよび

GA21について定性試験を行ったところ，19検体中16検体

から組換え遺伝子が検出された．定性試験陽性の検体につ

いて定量試験を行った結果，16検体中10検体で検量線の下

限値（20コピー）を超える組換え遺伝子の検出が認められ

たが，いずれも混入率は0.43～1.05%の範囲であり，意図

しない混入率の基準である5%未満であった．なお，コー

ングリッツ4検体，コーンフラワー2検体については，抽出

したDNA溶液の濃度が低く，トウモロコシ内在性遺伝子

であるSSIIb遺伝子のコピー数が著しく低いものがあり，

定量不能と判定した． 
平成22年度から平成28年度に行った検査では，検査対象

としたトウモロコシ粉砕加工品のおよそ半数から検量線の

下限値を超える組換え遺伝子が検出されていた27,28)．しか

し，定量検査の結果，意図しない混入率の基準である5%
を超える検体は無く，今回の結果と同様であった．このこ
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Maxi Kit，Genomic-tip 20/G，Genomic-tip 100/G（株式会

社キアゲン製），GM quicker，GM quicker 2（株式会社

ニッポンジーン製） 
・定性PCR：AmpliTaq Gold DNA Polymerase, LD 
（LowDNA）（サーモフィッシャーサイエンティフィ

ック株式会社製），FastStart Universal Probe Master
（ROX）（ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社

製），各種プライマーおよび陽性コントロールプラスミ

ド（株式会社ニッポンジーン製） 
・定性リアルタイムPCR：TaqMan Universal Master Mix，

TaqMan Gene Expression Master Mix（サーモフィッシャ

ーサイエンティフィック株式会社製），各種プライマー

および各種プローブ（株式会社ニッポンジーン製，株式

会社ファスマック製，サーモフィッシャーサイエンティ

フィック株式会社製），各種陽性コントロールプラスミ

ド（株式会社ニッポンジーン製，株式会社ファスマック

製） 
・定量リアルタイムPCR：TaqMan Universal Master Mix
（サーモフィッシャーサイエンティフィック株式会社

製），各種プライマー，各種プローブおよび各種標準プ

ラスミドDNA溶液（株式会社ニッポンジーン製，株式

会社ファスマック製） 
 

3. 装装置置 
・粉砕機：16スピードブレンダー（Oster社製） 
・超微量分光光度計： NanoDrop 2000C（サーモフィッシ

ャーサイエンティフィック株式会社製） 
・サーマルサイクラー：GeneAmp PCR System 9700（サー

モフィッシャーサイエンティフィック株式会社製） 
・リアルタイムPCR装置：ABI PRISM 7900HT，Applied 

Biosystems 7500 リアルタイムPCRシステム，Applied 
Biosystems QuantStudio 12K Flex（サーモフィッシャーサ

イエンティフィック株式会社製） 
・電気泳動装置：Mupid-2plus（株式会社ミューピッド

製） 
・ゲル撮影装置：UV照射装置 NTM-15（UVP社製），ポ

ラロイドカメラ DS-300L（フナコシ株式会社製），ゲ

ルイメージアナライザー AE-6933FXES-US（株式会社

アトー製） 
 

4. 試試験験方方法法 
安全性未審査の遺伝子組換え食品の検査は，厚生労働省

通知「安全性未審査の組換えDNA技術応用食品の検査方

法について」13-20)に従って実施した．安全性審査済みの遺

伝子組換え食品の検査は，消費者庁通知「食品表示基準に

ついて，別添 安全性審査済みの遺伝子組換え食品の検査

方法」10,22-23)に従って実施した．なお，トウモロコシ加工

食品および粉砕加工品の検査については，農林水産消費安

全技術センターより示されている「JAS分析試験ハンドブ

ック遺伝子組換え食品検査・分析マニュアル第3版」（以

下，JASハンドブック）29)および消費者庁通知「安全性審

査済みの組換えDNA技術応用食品の検査方法について」

（以下，旧定量試験法）21)に準じて実施した．コメ加工食

品はGM quicker 2またはGenomic-tip 100/G，生鮮パパイヤ

およびばれいしょ加工食品はGenomic-tip 100/G，ダイズ加

工食品はGenomic-tip 20/G，ダイズ穀粒はGM quickerまた

はGenomic-tip 20/G，トウモロコシ加工食品，穀粒および

粉砕加工品はDNeasy Plant Mini KitまたはGenomic-tip 20/G
を用いてDNA抽出を行い，内在性遺伝子が検出できない

場合は，抽出法を変えてDNAの再抽出を行った． 

安全性未審査の遺伝子組換え食品については，定性試験

を行った．また，安全性審査済み遺伝子組換え食品につい

て，ダイズ加工食品については定性試験を行った．トウモ

ロコシ加工食品および粉砕加工品については定性試験を行

い，陽性となったものを対象に定量試験を行った．ダイズ

穀粒およびトウモロコシ穀粒については定量試験を行っ

た． 
 

結結果果おおよよびび考考察察 
1. 安安全全性性未未審審査査のの遺遺伝伝子子組組換換ええ食食品品のの検検査査結結果果 
安全性未審査の遺伝子組換えトウモロコシ（CBH351, 

Bt10），コメ（63Bt, NNBt, CpTI），パパイヤ（PRSV-YK, 
PRSV-SC, PRSV-HN）およびばれいしょ（J3, F10）につい

て行った定性試験の結果を表1に示した．なお，ばれいし

ょについては平成30年度より検査を開始した．250検体の

検査の結果，いずれの検体からも安全性未審査の遺伝子組

換え食品は検出されなかった．加工食品は製造過程で遺伝

子が損傷することがあるため，内在性遺伝子が検出されな

い場合があるが，今回の検査では，検知不能（内在性遺伝

子が検出できなかったもの）となった検体はなかった． 
これまでの東京都での検査においては，安全性未審査の

遺伝子組換え食品の検出事例はなかった25-28)．今回の検査

でも検出されなかったことから，安全性未審査の遺伝子組

換え食品が東京都内で流通している可能性は低いと考えら

れた．しかしながら，検疫所での検査ではコメ加工品やパ

パイヤ加工品からの安全性未審査の遺伝子組換え食品の検

出事例が報告されていた30,31)．したがって，今後も検査を

継続し，安全性未審査の遺伝子組換え食品の流通がないこ

とを確認していく必要があると考えられた． 
 

2. 安安全全性性審審査査済済みみ遺遺伝伝子子組組換換ええ食食品品のの検検査査結結果果 
東京都では安全性審査済みの遺伝子組換え食品の検査と

して，ダイズおよびトウモロコシを対象とした検査を実施

している25-28)．従来は，主に加工食品を対象としてJASハ
ンドブックに準じた定性試験を実施し，穀粒および加工食

品を対象として消費者庁通知に準じた定量試験を実施して

いた．平成28年11月17日付の消費者庁次長通知「食品表示

基準について」の改正22)により，トウモロコシ穀粒の検査

対象にMIR162およびMIR604が追加となった。更に，リア

ルタイムPCRを用いたダイズ加工食品およびトウモロコシ
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加工食品の検査法が示された．  
これを受けて，新しい検査法への対応を検討した結果，

平成29年度より，ダイズ加工食品の検査を従来のRRSのみ

を対象とした電気泳動法から，定量試験を実施している3
系統（RRS, LLS, RRS2）を対象とした定性リアルタイム

PCR法を実施することとした．また，トウモロコシ穀粒の

検査では，従来のP35SおよびGA21に加えて，MIR162およ

びMIR604を検査対象とした定量試験を実施することとし

た．さらに，トウモロコシ加工食品および粉砕加工品につ

いては，検査に対応できるリアルタイムPCR装置を保有し

ていなかったため，平成29年度から令和2年度は，既報28)

の通りJASハンドブックおよび旧定量試験法に準じて検査

を行った． 
なお，この改正により加工食品に含まれる遺伝子組換え

作物の混入率について，遺伝子によって加工過程での

DNA分解率が一定でないため，加工食品では定量PCR法
による正確な混入率の判定はできないことが示された．こ

れを踏まえ，平成29年度より，ダイズ加工食品の定量試験

は実施していない． 
1) ダダイイズズ加加工工食食品品 
ダイズ加工食品160検体について，P35S（RRSおよび

LLSの共通配列）およびRRS2を対象として行った定性試

験の結果を表2に示した．検査を行った160検体中68検体か

らP35Sが，65検体からRRS2が検出され，豆腐，凍り豆

腐，油揚げ，豆乳，おからから多く検出された．P35Sお
よびRRS2が両方検出された検体は60検体で，陽性検体の8
割を占めていた．また，納豆2検体から内在性遺伝子が検

出されず，検知不能となった．この原因としては，生産時

の加熱や発酵による遺伝子の変性，食品に含まれていた

PCR阻害物質の影響等があったと推察された． 
今後も継続して検査を行い，ダイズ加工食品中の遺伝子

組換えダイズの混入実態について確認していく必要がある

と考えられた． 
2) トトウウモモロロココシシ加加工工食食品品 
トウモロコシ加工食品160検体について，安全性審査済

み遺伝子組換えトウモロコシ5系統（Event176, Bt11, T25, 
Mon810, GA21）を対象とした定性試験を行った結果，160
検体中10検体から遺伝子組換えトウモロコシが検出された

（表3）．これらのスナック菓子，液体スープおよび粉末

スープについて行った，遺伝子組換えトウモロコシ品種の

定性試験結果を表4に示した．検出数は，GA21が最も多く

（8検体），次いでT25（6検体），Mon810（5検体），

Bt11（4検体）であり，Event176の検出はなかった．これ

らの陽性検体について定量試験を行ったところ，混入は微

量であり，意図しない混入の基準である遺伝子組換え混入

率5%を超えるものはなかった． 
今回検査を行った加工食品の中では，スナック菓子から

の組換え遺伝子の検出率が最も高く，14検体中7検体から

検出された．平成22年度から平成28年度に行ったトウモロ

コシ加工食品の検査でも，スナック菓子からの組換え遺伝

子の検出率は他の加工食品よりも高く，50検体中19検体か

ら検出されていた27,28)．定性試験の結果陽性となった加工

食品について定量試験を実施した結果，意図しない混入率

の基準である5%を超える検体は報告されておらず，今回

の結果も同様であった．今後も継続して検査を行い，トウ

モロコシ加工食品中の遺伝子組換えトウモロコシの混入実

態についてデータを蓄積していく必要があると考えられ

た．  
3) ダダイイズズ穀穀粒粒 
ダイズ穀粒56検体について，RRS，LLSおよびRRS2を

対象とした定量試験（定量下限値0.1%）を行った結果，

カナダ産ダイズ37検体中2検体からRRS，3検体から

RRS2，アメリカ産ダイズ12検体中1検体からRRS2が検出

された（表5）．いずれの検体においても，検量線の下限

値（20コピー）を超える組換え遺伝子が検出されたが，混

入率はRRSで0.17～0.36%，RRS2で0.10～0.22%の範囲であ

り，意図しない混入率の基準である5%を下回った． 
平成25年度から平成28年度に行った検査では，ダイズ穀

粒64検体中4検体からRRSが，1検体からRRS2が定量下限

値（0.1%）を超えて検出された27,28)．組換え遺伝子の混入

率は5%未満であり，今回の結果と同様であった．このこ

とから，これまで検査を行ったダイズ穀粒では，意図しな

い混入率の基準である5%を上回る組換え遺伝子の混入は

なく，分別生産流通管理が適切に行われていたといえた．

今後も検査を継続し，分別生産流通管理の科学的検証をし

ていく必要があると考えられた． 
4) トトウウモモロロココシシ穀穀粒粒おおよよびび粉粉砕砕加加工工品品 
トウモロコシ穀粒11検体について行った，定量試験の結

果を表6に示した．組換え遺伝子P35S（Event176, Bt11, T25
およびMon810系統の共通プロモーター配列），GA21，
MIR162およびMIR604について定量試験を行ったところ，

いずれの検体からも組換え遺伝子は検出されなかった．ま

た，トウモロコシ粉砕加工品であるコーングリッツおよび

コーンフラワー19検体について行った定性試験および定量

試験の結果を表6に示した．組換え遺伝子P35Sおよび

GA21について定性試験を行ったところ，19検体中16検体

から組換え遺伝子が検出された．定性試験陽性の検体につ

いて定量試験を行った結果，16検体中10検体で検量線の下

限値（20コピー）を超える組換え遺伝子の検出が認められ

たが，いずれも混入率は0.43～1.05%の範囲であり，意図

しない混入率の基準である5%未満であった．なお，コー

ングリッツ4検体，コーンフラワー2検体については，抽出

したDNA溶液の濃度が低く，トウモロコシ内在性遺伝子

であるSSIIb遺伝子のコピー数が著しく低いものがあり，

定量不能と判定した． 
平成22年度から平成28年度に行った検査では，検査対象

としたトウモロコシ粉砕加工品のおよそ半数から検量線の

下限値を超える組換え遺伝子が検出されていた27,28)．しか

し，定量検査の結果，意図しない混入率の基準である5%
を超える検体は無く，今回の結果と同様であった．このこ
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とから，これまで検査を行ったトウモロコシ穀粒および粉

砕加工品は，分別生産流通管理が適切に行われていたと言

えた．今後も検査を継続し，分別生産流通管理の科学的検

証を行う必要があると考えられた． 
 

まま とと めめ 
遺伝子組換え食品は，食品衛生法により安全性審査を受

けることが義務づけられており，安全性審査が終了したも

のには，食品表示法により表示が義務化されている． 
本報では，平成29年度から令和2年度に実施した，安全

性未審査および安全性審査済みの遺伝子組換え食品の検査

結果を示した．安全性未審査の遺伝子組換えトウモロコ

シ，コメ，パパイヤおよびばれいしょについて250検体を

対象に検査を行った結果，いずれも陰性であった．一方，

安全性審査済みの遺伝子組換えダイズおよびトウモロコシ

について339検体の定性試験を行った結果，99検体から組

換え遺伝子を検出した．ダイズ穀粒およびトウモロコシ穀

粒，組換え遺伝子が検出されたトウモロコシ加工食品およ

び粉砕加工品について93検体の定量試験を行った結果，意

図しない混入率の基準（5%）を超えるものはなかった． 
東京都の検査においては，これまで安全性未審査の遺伝

子組換え食品は検出されておらず，安全性審査済みの遺伝

子組換え食品も違反となる5%を超える混入はなかった25-

28)．しかし，遺伝子組換え作物の生産量は世界的に増加し

続けている2)．さらに，令和5年度には新しい遺伝子組換

え食品の任意表示制度が施行される予定である9)．今後も

遺伝子組換え食品の検査を継続し，食の安全と安心に貢献

していくことが重要である． 
 

表 1. 安全性未審査の遺伝子組換え食品の検査結果 

 

  

表2. ダイズ加工食品の検査結果（安全性審査済み品種） 

 
 

表3. トウモロコシ加工食品の検査結果（安全性審査済み品種） 

 

  
 

表4. 遺伝子組換えトウモロコシ品種の検査結果 

（トウモロコシ加工食品）

 

  
 

 

 

検体数 陽性数 検知不能

トウモロコシ（CBH351，Bt10） 穀粒 11    0 0

コーングリッツ 12    0 0

コーンフラワー 7    0 0

スナック菓子 14    0 0

ポップコーン 16    0 0

トウモロコシ缶詰
 a) 88    0 0

液体スープ
 b) 28    0 0

粉末スープ 10    0 0

その他
 c) 4    0 0

合計 190 0 0

コメ（63Bt，NNBt，CpTI） ビーフン 11    0 0

米粉 23    0 0

もち 2    0 0

あられ 1    0 0

トッポギ 1    0 0

合計 38    0 0

18    0 0

4    0 0

生鮮パパイヤ（PRSV-YK，PRSV-SC，PRSV-HN）

ばれいしょ（F10，J3）

食品

P35Sのみ RRS2 のみ P35S, RRS2

豆腐 58    3 2 27         0

油揚げ 7    1 1 3         0

凍り豆腐 5    0 0 4         0

おから 10    0 0 4         0

ゆば 4    1 0 1         0

納豆 7    0 0 0         2

豆乳類 31    2 2 15         0

みそ 1    0 0 0         0

大豆水煮・缶詰 15    0 0 0         0

きなこ 19    1 0 3         0

大豆ミート 3    0 0 3         0

合計 160 8 5 60 2

食品 検体数
陽性数

検知不能

食品 検体数 陽性数 検知不能

スナック菓子 14        7         0

ポップコーン 16        0         0

トウモロコシ缶詰a) 88        0         0

液体スープb) 28        2         0

粉末スープ 10        1         0

その他
c) 4        0         0

合計 160 10 0

食品 Event176 Bt11 T25 Mon810 GA21

スナック菓子-1 － － + + +

スナック菓子-2 － + + － +

スナック菓子-3 － － + － +

スナック菓子-4 － － + + +

スナック菓子-5 － + + + +

スナック菓子-6 － － － + －

スナック菓子-7 － + + + +

液体スープ-1 － － － － +

液体スープ-2 － － － － +

粉末スープ-1 － + － － －

陽性数合計 0 4 6 5 8

a）ホールコーン，コーンクリームおよびドライパックを含む 
b）レトルトスープおよび紙パック入り液体スープを含む 
c）真空パック，ヤングコーンおよびペンネ 

a）ホールコーン，コーンクリームおよびドライパックを含む 
b）レトルトスープおよび紙パック入り液体スープを含む 
c）真空パック，ヤングコーンおよびペンネ 

＋：定性試験陽性，定量試験の結果いずれも混入率5％未満 
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表5. ダイズ穀粒の検査結果（安全性審査済み品種） 

 

  
 

表6. トウモロコシ穀粒および粉砕加工品の検査結果 

（安全性審査済み品種） 
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Results of an Examination of Genetically-Modified Foods (April 2017–March 2021) 
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Kayo HAGINOa, Tetsuya SHINDOa and Takeo SASAMOTOa 

 
From April 2017 to March 2021, various foods in Tokyo were sampled and tested for the presence of the following genetically-

modified (GM) crops, which have not been subjected to safety assessments: rice (63Bt, NNBt, and CpTI); maize (CBH351 and Bt10); 
papaya (PRSV-YK, PRSV-SC, and PRSV-HN); and potato (J3 and F10). These crops were tested qualitatively using polymerase chain 
reaction (PCR) or real-time PCR. No GM crops were detected in any of the 250 inspected samples. Eight authorized GM crops 
(Roundup Ready Soybean, Liberty Link Soybean, Roundup Ready Soybean 2, Event176, Bt11, T25, Mon810, and GA21 maize) were 
also tested with qualitative PCR and were detected in 99 out of 339 samples. Quantitative real-time PCR was then used to measure the 
contents in the positive maize samples and three authorized GM soy varieties (Roundup Ready Soybean, Liberty Link Soybean, and 
Roundup Ready Soybean 2); all were below the mandatory threshold value (5%) for identity-preserved crops. Thus, we found no 
violation of labeling regulations in any of the inspected food samples. 
 
Keywords: genetically modified food, polymerase chain reaction, real-time PCR, maize, rice, papaya, soybean, potato,  

processed food 

 
  




